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設立15周年記念お客様感謝祭
㈱JA福島さくら協同サービス 郡山たむら支社

●第11回ＪＡ葬祭斎場スタッフ接遇コンテスト
●JA葬祭女性部
●豆知識「霊柩車について」
●曹洞宗について

　日本では真言宗や浄土真宗、キリスト教など様々な宗教を信仰しています。そんな中で福島県民が信仰している宗派で
一番多いのが禅宗の一派「曹洞宗」です。今回は曹洞宗の葬儀の流れについてご説明いたします。

●導師(引導を渡す僧侶）が偈（げ）を唱え儀式を行う

曹洞宗について

曹洞宗の葬儀の役割

焼香の仕方

　当日は500名以上の方にご来場いただきました。お笑い芸人：パチッコリンによる
お笑いライブステージや㈱ラジオ福島：菅原美智子アナウンサーのトークショー、季
節の野菜？？？すくい！など様々な催しで最後まで盛り上がっていました。

葬儀式の流れ

日時 平成31年1月26日(土） 場所 JA郡山東斎場

さゆり 人形・ぬいぐるみ供養祭
JA会津いいで総合サービス㈱

　当日は晴天にも恵まれ、西会津・山都・高郷地区を中心に人形・ぬいぐるみ供養祭が行われました。
　1,000体を超える人形・ぬいぐるみが集まり、住職のお勤めのもと参列いただいた皆様に
ご焼香をして頂き大切にしていた人形たちとお別れをいたしました。 

日時 平成31年4月28日（日） 場所 JAまごころ斎苑さゆり

県下統一事前相談会

　ご葬儀に関するご相談やご葬儀のお見積り、JA安心準備ノートの作成などがで
きます！来場者の皆様には粗品の進呈などもございます。各斎場ごとに人形供養祭
やイベントを同時に開催しております。
　ぜひお気軽にご来場ください！
　詳しくはお近くのJA・会社へお問い合わせください。    

日付 6月30日(日）、11月30日(土）
　令和元年も県下統一事前相談会を2回開催いたします。
場所 県内の各JA葬祭会館

ご遺体保冷庫を設置

　昨年秋に、㈱JAサービス夢みなみ　あいりすホール鏡石にご遺体保冷庫を設置いたしまし
た。（柩をそのまま入れることもできます。）

㈱JAサービス夢みなみ 場所 あいりすホール鏡石

●死後にお釈迦様の弟子となります
●弟子になるために必要な戒名や戒法を授かるための授戒を行います
●悟りを開くため仏の道へと導く引導を行います

曹洞宗では、
『授戒』と『引導』
の2つが重要だよ！

❶剃髪(ていはつ）

●「大悲心陀羅尼」を読み、焼香を行う

❸入棺諷経(にゅうかんふぎん）

●十仏名(じゅうぶつみょう）と回向文を唱える

❹龕前念誦(がんぜんねんじゅ）

●「大宝楼閣陀羅尼」を唱え、鼓鈸三通を行う

❺挙龕念誦（こがんねんじゅ）

●導師が漢詩を読み、松明で円を描いて故人を悟りの世界に導く

❻引導法語（いんどうほうご）

●故人の仏性が覚醒するように祈願する

❼山頭念誦（さんとうねんじゅ）

●回向文を唱え鼓鈸三通を行い出棺

❽出棺（しゅっかん）

●洒水（しゃすい）：清い水を手向ける
●懺悔文（さんげもん）：生涯で犯した罪を反省する
●三帰戒文（さんきかいもん）：仏陀の教えを守り修行者として帰依することを誓う
●三聚浄戒（さんじゅうじょうかい）・十重禁戒（じゅうじゅうきんかい）：導師が用意した法性水を故人の頭や位牌に注ぐ
●血脈授与（けちみゃくじゅよ）：お釈迦様から故人へと続く仏法の系譜を記したものを血脈といい、血脈を霊前に供える

❶焼香台の手前で立ち止まり仏像（仏様）・お位牌等を見て合掌礼拝をします。 
❷焼香台まで進み浄指と呼ばれる右手の親指・人差し指・中指でお香を一つまみして左手を右手の下にそえ、
額のあたりに押すようにしていただき、お香を炭の上にのせ、たきます。【これを主香（しゅこう）といいます】

❸先ほどと同じようにお香をつまみ、そのままお香を炭の上にのせ、たきます。【これを重香（じゅうこう）といいます】
❹再度仏像（仏様）・お位牌等を見て合掌礼拝をします。

　●2度目の焼香は額に近づけず、そのままたきます。
　●参列者が多い場合は1度目の焼香のみで大丈夫です。
葬儀や法要の場合は、焼香の前後に、ご導師やご遺族に一礼のご挨拶をすることも大事なお作法です。

❷授戒（じゅかい）

ＰＯＩＮＴ☝
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▽霊柩車とは
　葬送においてご遺体を移動させる際に用いる車両のこと
をいいます。霊柩車には、宮型霊柩車・洋型霊柩車・バス型霊
柩車・バン型霊柩車の4種類があります。日本で多く使われて
いるのは、現在洋型霊柩車です。
▽なぜ霊柩車が使われるようになったのか
　人力で棺を運んでいた時代に棺を装飾していた輿を自動
車に再現したものと言われています。
▽宮型霊柩車とは
　「輿」をイメージした屋根や彫り物などの装飾がなされ、
さらに装飾を金箔等で飾られた日本独自の霊柩車のことを
いいます。

▽ご葬儀の出棺時のクラクションをなぜ鳴らすのか
　一般的には、火葬場までいけない方に対するお別れの合
図としてクラクションを鳴らします。 

豆知識 霊柩車について

　4月10日(水）に、郡山市の㈱JA福島さくら協同サービス　JA郡山東斎場において、JA葬祭斎
場スタッフ接遇研修会を開催いたしました。
　㈱グランディメモリー　木野島　光美社長に「選ばれる葬儀社になるために」と題し、葬儀にお
ける基本的な知識やお客様へのご対応・サポートの仕方などを教えていただきました。
　その中のひとつをご紹介させていただきます。皆様はなぜ葬送儀礼が必要か知っていますか？
葬送儀礼には4つの意味があります。
①ご遺体の尊厳を守る処置・火葬のため
②故人様を供養するため
③残されたご家族・ご友人など故人様と関わられた人の心のケアのため 
④社会に認知してもらうため
以上の４つです。 
　故人様のため、残されたご家族のため、葬送儀礼に皆様の想いをのせ故人様をお送りしましょう。

　5月9日(木）に、郡山市の㈱JA福島さくら協同サービス　JA郡
山東斎場において、今回で11回目となる福島県JA葬祭斎場スタッ
フ接遇コンテストが開かれました。
　このコンテストは、斎場スタッフの司会技術及び式典運営の順応
力、接遇マナーを審査し、お客様満足度の向上 を目的として開催し
ております。競技はJA(会社）より選出された3名のスタッフ(儀典ス
タッフ2名・司会者1名）が1チームで、今回のコンテストには6チー
ムが出場しました。
　各チーム違う宗派で競技を行い、使用する葬具の種類や配置の
正確さ、接遇マナーやグリーフケアができているか審査を行いまし
た。どのチームも、日頃の思いやりのある丁寧な対応と優しさを感
じる司会技術を披露していました。
　今回は、最優秀賞同点で2組、優秀賞同点で2組と接戦でした。

共催：福島県JA葬祭事業連絡協議会・㈱JAライフクリエイト福島

　４月２２日(月）に郡山市にある㈱JA福島さくら協同サービス　JA八山
田斎場において、平成３１年度第１回目となるJA葬祭女性部が開かれま
した。
　この女性部は、各JA・会社より選出されたJA葬祭スタッフの女性目線
での意見や企画立案、情報交換などの交流により県内のJA葬祭ブラン
ドの向上と活性化を目的として活動していきます。
　今年は5回開催予定で、宮城県のJA葬祭女性部との交流会や県内の
JA斎場の見学などを行う予定です。

共催：福島県JA葬祭事業連絡協議会・㈱JAライフクリエイト福島

共催：福島県JA葬祭事業連絡協議会・㈱JAライフクリエイト福島

●㈱JA福島さくら協同サービス　郡山たむら支社
●㈱JAサービス夢みなみ

●㈱JA福島さくら協同サービス　いわき支社
●JA会津いいで総合サービス㈱

㈱JA福島さくら協同サービス　郡山たむら支社さん

㈱JAサービス夢みなみさん

JA斎場スタッフ接遇研修会2019年度　 JA葬祭女性部

福島県JA葬祭斎場スタッフ接遇コンテスト第11回

最優秀賞最優秀賞

優秀賞優秀賞
洋型霊柩車
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●「大宝楼閣陀羅尼」を唱え、鼓鈸三通を行う

❺挙龕念誦（こがんねんじゅ）

●導師が漢詩を読み、松明で円を描いて故人を悟りの世界に導く

❻引導法語（いんどうほうご）

●故人の仏性が覚醒するように祈願する

❼山頭念誦（さんとうねんじゅ）

●回向文を唱え鼓鈸三通を行い出棺

❽出棺（しゅっかん）

●洒水（しゃすい）：清い水を手向ける
●懺悔文（さんげもん）：生涯で犯した罪を反省する
●三帰戒文（さんきかいもん）：仏陀の教えを守り修行者として帰依することを誓う
●三聚浄戒（さんじゅうじょうかい）・十重禁戒（じゅうじゅうきんかい）：導師が用意した法性水を故人の頭や位牌に注ぐ
●血脈授与（けちみゃくじゅよ）：お釈迦様から故人へと続く仏法の系譜を記したものを血脈といい、血脈を霊前に供える

❶焼香台の手前で立ち止まり仏像（仏様）・お位牌等を見て合掌礼拝をします。 
❷焼香台まで進み浄指と呼ばれる右手の親指・人差し指・中指でお香を一つまみして左手を右手の下にそえ、
額のあたりに押すようにしていただき、お香を炭の上にのせ、たきます。【これを主香（しゅこう）といいます】

❸先ほどと同じようにお香をつまみ、そのままお香を炭の上にのせ、たきます。【これを重香（じゅうこう）といいます】
❹再度仏像（仏様）・お位牌等を見て合掌礼拝をします。

　●2度目の焼香は額に近づけず、そのままたきます。
　●参列者が多い場合は1度目の焼香のみで大丈夫です。
葬儀や法要の場合は、焼香の前後に、ご導師やご遺族に一礼のご挨拶をすることも大事なお作法です。

❷授戒（じゅかい）

ＰＯＩＮＴ☝
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